
1.各部名称と働き

●ディスプレイの表示について

ワイヤレスガイドシステム操作ガイド MM-WGS2T/R
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②イヤホン
（子機に付属）
②イヤホン
（子機に付属）

②イヤホンマイク
（親機に付属）
②イヤホンマイク
（親機に付属）
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17

❻LED
❺AUX端子

❹内蔵マイク

❸イヤホンジャック

❷マスター/スレーブ
　切替えスイッチ

❶アンテナ

光り方によって本体の状態がわかります。

オーディオ機器が接続できます。

音を拾います。親機にイヤホンマイクを接続している
場合はイヤホンマイクが優先されます。

付属のイヤホンマイク・イヤホンを接続します。

複数機器のメインとなる「マスター」か、その制御下で
動作する「スレーブ」の切替えができます。

通信するためのアンテナです。

電池アイコン ：
電池の残量を表示します。

チャンネル表示 ：
現在のチャンネルを
表示します。

15音量調節ダイヤル

16フレキシブルアーム

14電池ケース

13ベルトクリップ

12電源ボタン

11上/下ボタン

❾コールボタン

❼ディスプレイ

音量調節ができます。

自由に調節できるアームで、口元にマイクを
近づけることができます。

17マイク 音を拾います。

18クリップ 襟元などに取付けでき、ケーブルの緩みを調節できます。

単三乾電池を2本入れることができます。

ベルトなどに取付けできます。

長押しで電源のON・OFFができます。

上/下の操作や親機の音量調節ができます。

10ストラップホール ストラップを取付けできます。

出席確認や呼び出しに使用します。

❽通話ボタン 緑色に点灯している時に通話できます。（赤色はミュート）
チャンネル、ボリューム、電池残量などを表示します。

50～100％ 20～50％ 5～20％ 5％以下

モードアイコン ：
現在のモードを表示します。（親機で設定できます）
G/ガイディングモード
T/ティーチングモード
D/ディスカッシングモード
※詳しくは「4.使用方法(モード変更)」参照

チャンネルロック ：
アイコン表示時はボリュームの調整、
非表示時はチャンネルの設定ができます。
※詳しくは「4.使用方法(音量調節、
　チャンネル変更)」参照

通話設定表示：
通話の状態を表示します。
（親機のみ表示されます）
PTB、PTT、PTMのいずれ
かが表示されます。
※詳しくは「5.その他設定
　(本体設定)」参照

通話時は本体の内蔵マイクに
向かって話してください。
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2.電池の入れ方

3.ペアリング方法

4.使用方法

親機

子機

子機

②イヤホン
（子機に付属）

②イヤホンマイク
（親機に付属）

⑴親機のマスター/スレーブ切替えスイッチ
をマスター側（M）に切替えます。

⑵親機が電源OFFの状態で、電源ボタン
とコールボタンを2秒程長押しします。

※元の親機はペアリング待機状態(LED
　が青色に早く点滅)の状態のままです。

追加の親機のマスター/スレーブ切
替えスイッチをマスター側（M）に切
替えます。

コールボタンを押してください。

上/下ボタンで元の親機と同じチャンネ
ルに合わせてしばらくすると元の親機
と同じ画面になります。

電源OFFの状態で、電源ボタンと
コールボタンを2秒程度長押しします。

「4.使用方法(モード変更)」を参考に
同じモードにします。

ディスプレイにチャンネルロックが表示された状態で上/下ボタンを押すと
音量を調節できます。
※電源を切るとデフォルトの5に戻ります。

⑵単三乾電池を2本入れます。※正しい向きで入れてください。

⑶フタを閉めます。

⑶ディスプレイ右上に「CH01」のように
チャンネル番号が4秒間点滅します。
　点滅している間に、側面の上/下ボタン
を押して、設定したいチャンネルを選択
します。
※点滅が終わった場合は電源を切ってか
ら再度同様に選択してください。

⑷電源ボタンを押すか、4秒程放置すると
LEDが青色に速く点滅し、ペアリング待
機状態になります。

電源ボタン

上/下ボタン

上/下ボタン
チャンネルロック

親機

音量調節つまみを回すと、音量を
調節できます。
※ディスプレイに音量は表示されま
　せん。

凹凸

コールボタン

親機

⑸子機の電源ボタンを長押しして電源を
ONにすると、自動的に親機とペアリング
されLEDが青色に点灯します。

⑹さらに子機をペアリングしたい場合は、
他の子機も同様に電源をONにすると
自動的にペアリングされます。
　親機のディスプレイにペアリングした
子機の台数に応じて「1.2.3...」と数字
が表示されます。

⑺親機のコールボタンを押すとペアリングが完了
し使用可能になります。
　親機のLEDは青色にゆっくり点滅、子機のLED
は青色の点灯になります。
※デフォルトのガイディングモードの場合です。
　モードによって異なります。

⑻次回より親機も子機も電源を入れるだけで使用
できます。

LED

音量調節つまみ

音量アップ
音量ダウン

音量調節

追加の親機をペアリングしたい場合

マーク部

●チャンネルを合わせるだけで通話は可能ですが、ペアリングをす
ると出席確認やアラームなどの機能が使用できます。
●あらたに子機や親機を追加する場合は全ての機器を再度ペアリ
ングしてください。追加分だけのペアリングはできません。
●ペアリング情報は再度新しくペアリングするまで残ります。

マスター/スレーブ
切替えスイッチ

電源ボタン

上/下ボタン

コールボタン

LED

マスター/
スレーブ
切替え
スイッチ

コールボタン

⑴電池ケースのフタマーク部をかるく押しながら、側面の凹凸を持って矢印方
向へスライドして、開きます。

1

2

3

4

5

追加の親機

電源ボタン
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子機

子機

②イヤホン
（子機に付属）

②イヤホンマイク
（親機に付属）

電源を入れた直後、もしくは上/下ボタンを同時に長押しすると、ディスプレイ
に表示されているチャンネルロックが1秒間消えるので、その状態で上ボタン
か下ボタンを押して設定します。
※チャンネルロックが表示された場合は再度同様に上/下ボタンを長押しして
　設定してください。

親機が１台で、子機が何台かある場合に使用します。親機は自由に発言できます。
子機のマイクを有効にさせたい場合は、親機のマスター/スレーブ切替えスイッチ
をスレーブ側（S）に切替えてください。

⑴親機が電源OFFの状態で、下ボタンと
電源ボタンを2秒程長押しします。

⑵上/下ボタンを押しガイディングモード・
ティーチングモード・ディスカッシング
モードの中から必要なモードを選択し
ます。

⑶電源ボタンを押すとモードが確定されます。

上/下ボタン

チャンネルロック

親機

子機

通話ボタンが緑色に点灯している時に通話が
できます。通話ボタンを押すと赤色に点灯し
ミュート状態になります。もう一度押すと緑色
点灯に戻ります。（PTBの場合）
※PTBについて詳しくは「5.その他設定(本体設
　定)」参照

通話ボタンを押している間だけ通話ボタンが
緑色に点灯し、通話ができます。
点灯していない場合は通話できません。
（ガイディングモードの場合）
※モードについて詳しくは「モード変更」参照

親機

親機

親機

親機

電源ボタン

下ボタン

通話ボタン

マスター/スレーブ
切替えスイッチ

●親機をマスター側（M）に切替えた場合

●スレーブ側（S）に設定した親機をミュートにしていない場合

●スレーブ側（S）に設定した親機をミュートにした場合

●親機をスレーブ側（S）に切替えた場合

チャンネル変更

モード変更

通話(発言) ガイディングモードについて

ティーチングモードについて

子機

親機が2台で、子機が何台かある場合に使用します。
親機は自由に発言できます。

親機

×

●子機を操作してモード変更はできません。親機とチャンネルを合わ
せると自動で変更されます。

●ペアリングが完了している状態で親機がチャンネル変更やモード
変更をした場合は、もう一度子機の電源を入れ直すと子機に反映
されます。
●親機を複数台ペアリングしている場合は、モードに合った台数以外
は電源をOFFにしてください。通信エラーになります。
●親機を複数台ペアリングしている場合は、他の親機でも同様に
　モード変更をしてください。

●親機のマスター/スレーブ切替えスイッチを1台はマスター（M）、
もう1台はスレーブ(S)に切替えてください。
●マスター側（M）の親機の電源を切った場合は、もう1台の親機を
マスター側（M）にしてください。

デフォルトはガイディングモードです。

モードによっては通話できません。

スレーブ（S）マスター（M）

マスター（M）

スレーブ（S） 子機は1台ずつ発言可能。

子機は発言不可。

子機は発言不可。

子機親機

スレーブ（S） 子機は1台ずつ発言可能。

マスター（M）

子機親機

通話ボタン

内蔵マイク



5.その他設定

②イヤホン
（子機に付属）

②イヤホンマイク
（親機に付属）

通話の設定ができます。
PTB ： 通話ボタンを押すと通話とミュートを切替えできます。
PTT ： 通話ボタンを押している間のみ通話できます。
PTM ： 通話ボタンを押している間のみミュートします。

子機

電源OFFの状態で、上ボタンと電源ボタンを
長押しするとその他の設定ができます。

設定画面では、上/下ボタンで内容の変更、
電源ボタンで次の項目に移動します。

チャンネルロックを有効にするかどうかの設定ができます。

電波が悪い時はHighに設定します。Lowのほうが電池の消費
は少ないです。

OFFだとオーディオ機器を接続した時に親機のマイクもそのまま
使えます。ONだとマイクは使えません。

マイクの音量を設定できます。

親機

電源ボタン

デフォルト：ON

デフォルト：OFF

デフォルト：ON

デフォルト：PTB

デフォルト：3

デフォルト：Low

Channel
Lock

上ボタン

出席確認、アラーム設定

本体設定

オーディオ機器の音声を流すディスカッシングモードについて

出席確認

子機親機

親機のコールボタンを押すと、ディスプレイに
ペアリングされている子機の数、その内の
電源が入っている子機の数が表示されます。
再度押すと元の画面に戻ります。

呼び出しアラーム

親機でコールボタンを3秒程長押しすると、子機
の呼び出しアラームを鳴らすことができます。
（イヤホンからの音と振動で呼び出します）
子機のコールボタンを押すことでアラームを解除
できます。
※親機側を解除しても子機側が解除するまで呼
　び出しは続きます。

範囲外警告アラーム

子機が通信範囲外に出たり親機との接続が切れると3分後に子機のアラームが
鳴ります。（イヤホンからの音と振動で知らせます）

接続が戻るとアラームは解除されます。
また、子機のコールボタンを押すことでアラームを解除できます。

親機が3台以上、子機が何台かある場合に使用します。
親機は2台まで同時に発言ができます。（先着順）
子機は聞くだけで発言はできません。
※親機のマスター/スレーブ切替えスイッチはどちら側でも構いません。

●ペアリングをしていない場合は機能しません。
●デフォルトはアラームがOFFに設定されています。
●親機が複数台ペアリングされていて、2台以上電源が入っている場
合はマスター側（M）の親機のみ操作可能です。

マスター（M）orスレーブ（S） 子機は発言不可。

親機

コールボタン

コールボタン

親機

ペアリングされている子機の数

ペアリングされていて、電源が
入っている子機の数

Talk

Mic.Gain

RF Power

Audio
Priority

20分間親機からの信号がないと、自動的に電源を切るかどう
かの設定ができます。

チャンネルロックを有効にするかどうかの設定ができます。

アラームを有効にするかどうかの設定ができます。

Channel
Lock

Auto
Power-Off

Auto
Power-On

Alarm

充電器から本体を抜いた時に、本体の電源をONにするかどう
かの設定ができます。

聴力が弱い方はHAC levelに設定します。（全体の音量が
大きくなります）。

EarPhone
Out

TEL.092-471-6721  FAX.092-471-8078

TEL.011-611-3450  FAX.011-716-8990
TEL.022-257-4638  FAX.022-257-4633
TEL.052-453-2031  FAX.052-453-2033
TEL.06-6395-5310  FAX.06-6395-5315

札幌営業所/〒060-0808 札幌市北区北八条西4-1-1 パストラルビルN8
仙台営業所/〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡1-6 -37宝栄仙台ビル
名古屋営業所/〒453-0015 名 古屋市中村区椿町 1 6 - 7カジヤマビル
大阪営業所/〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-1-45新大阪八千代ビル
福岡営業所/〒812-0012 福岡市博多区博多駅中央街8-20第2博多相互ビル

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1 - 1 0 - 1 TEL.086-223-3311  FAX.086-223-5123
〒140-8566  東 京 都 品 川 区 南 大 井 6 - 5 - 8 TEL.03-5763-0011  FAX.03-5763-0033

BJ/AJ/KIDaSz

ver.1.0

デフォルト：ON

デフォルト：OFF

デフォルト：OFF

デフォルト：Regular

⑴親機のAUX端子にオーディオケーブルを接続し、スマートフォンや携帯音楽
プレーヤーと接続します。
⑵再生させれば子機に音声を送信できます。

※オーディオケーブル（3.5mmステレオミニ仕様）は付属していません。別途お
買い求めください。

※AUX端子から流した音声は元の音質より劣化します。
※ティーチングモードの場合、マスター側（M）の親機のAUX端子に接続してください。
※ディスカッシングモードの場合、親機からの発言は1台だけになります。

AUX端子


